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｢ヒ}マル カツヲブ シムシ｣の櫛氏 12度
定温飼育に於ける産卵と酵化







賓 験 ? 方 臥
鷺 験 期 間 昭和 13年 12月13日乃至昭和 14年 9月16L=(,計276El間O
供 試 尾 島 rヒメマルカツヲブシムシ｣の恵熱忙近き幼虫 25匹O
俳 論 餌 料 幼虫の飼料としては､白無地｢モスサン｣を便宜上略ぼ5センチメ一日レ角に切
って摺仏O産卵用としては鼎羅紗を同じく5センチメートル角に切って用払た｡
飼 育 容 舘 ｢ペTlシャーレJ円錐 7センチメ-トル､疎さ3センチメートルのもの社用払
プEo
飼育定悦雄 簡裁冷凍機付足脱着訂京都島砕製作所｣を使用したU
湿 度 挿氏12度定温 C
観 察 の 方 法
供訊~モスl)ン｣1枚と､供試幼鹿 1匹を､各1個の容静に入れ､同株のもの25佃を造 り､之
を摘氏 12度に保てる､上述党挽器の中に搬入の上.定温器内は曙塗装優を沸して飼育し､観
察は毎日午前 9時より正午迄の間に行なつ私 観察記録の概要は攻の通 りであるし,
flだ
｢t:メマル カ ツ ヲブシムシJWf.氏は柁定規署内飼育配線
第 嚢
32
10壬i昭和13年19月18日ナシ - - - - - 昭和1王子年12月96日幼魚死成楓ノマ-脱llLfセズニ鍵死
〟 / 昭和14年 3月'1.-川 昭和1叫三5月15日･W日昭利14年 6月.fiH L3'3日
45(; /I一ケ/ /)昭和1叫三.3月 ljH ･1,1日ゴ昭利ld二年 5月.1批ー:-i5T=T.昭和14=年 4月10日幼魚死叩即成痕ノマヤ悦郎セズニ絡死825
/ J f;月望HH /) 'q月1卯T4E;FT I/ 9月 5日 '3.3日
7 〟 〟 I/ d=月1.qr;f /5月30打J=7日 {J fミ月261日 97Fー
8 // ' /J - - - @^ -
9 /I / 昭和1叫 三3月97日昭和14*.5月2'2日.56日昭和14年 G月1-2r=ー .21日
10 〟 一ケ 〃 4月 1日 I/5月19日 - - -
ll /) /7 / ;,i月E35日 I//J ir' 51日昭抑 i年 6月1柑 ぬ日
:12 〟 /～ - - - - -
13 /I / - - - - - 昭和14年 9月'37日幼魚死1.刀1 鹿 693 鋼化
14 〟 I/ 昭和14:年 4月.d=H昭和14年 5即 9日舶日昭和14年 6月19日 21日
17 ′γ.〝~ - - - - -
1.8 / 〟 昭和1碑ま4月1嘩 昭和14年 叩 卯日46日昭和14年 (i月羽目 23日
19 ク 〟 /)-3月ltq日 - - - -
.90 /) /i - - - - - 昭和14年 3月27日幼魚死 .
21E)A衰 / 〟 - - - - - 昭和14年 8月26日幼魚死
/I-) 〟 昭和14年 9月坦7日昭和14年 4月11日 - - - 原曲ノママ脱臼もズニ兜死昭和14年 H月31日幼魚死LjS /) - - - -
表示の如 く. 25匹の劾鹿のうち､桶化し羽化して売轟に成島となったものは1L2匹で,他の
13匹の中に枚.嫡化せずに幼虫のま でゝ非死せるもの9匹､桶化して羽化せずに雑れたるもの
1政 司射ヒして戚塊となったが､愉皮円に静止し充ま 死ゝんだものが3世あった｡ 叉,定泥解
モ33
円に搬入複,晒化までの幼鰍時代に脱皮したものは川鍋 なく､ 幅化せるもの16匹の中で､
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第 表







が､同じく輔氏 12度の定温器中に於で､ 交嵐及び産卵はしたけれども､ 産附されたる鯉べて
の卵虹 晒化せ車に柴死し豆しまった､供か馳礁3組の鷺験例に過ぎない故に未だ充分確かな
る結論を下し難V'とは教 ＼られるけれども､之に依って､朝 鮮勿､皮乳 其他の類似品を貯蔵
する倉庫に於ては､塵円の温度を撒氏 12度JIj/Fに保つ様に施設すれば､rヒメマ)L･かソヲブシ
JlシJの発熱幼虫が,同倉庫内に繁殖しっ もあるか､或は叉､横倉を得て他より侵入すること
あるも,■之れが.同倉庫内に於て､成虫となり交尾産卵を行った としても,卵は卯封ヒせぬ故
に､此穣尊意の繁殖を自然に防止すること なゝるものと考- られる.躍って,此革質は毛織物
寄島の防除封葉上重要なる-資料と侶するのであるo m r)｣
